










目的:Reye 症候群の発生機構、成因を解明する為に数種類の実験モデルについて検討が進

められている。最近、インドネシアやマレーシアなど、東南アジアで昔から民間薬として

使われている植物油の一種であるマルゴサ油を服用した子供に Reye 症候群様の症状が確

認されたとの報告がなされ(1)・Reye 症候群とマルゴサ油の関係が注目されている。マル

ゴサ油には Azadirachtin という強力な殺虫作用を有する物質が含まれており(2)、その他

にも数種類の薬理活性物質の存注が確認されている(3)。そこで、今回マルゴサ油による

Reye 症候群の発生機構を明らかにするため、また新しい実験モデルの作製を目指し、人の

細胞であるリンパ球を用いてマルゴサ油に含まれる各成分の毒性について検討した。 


